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1. 着心地よいタイトスカートを製 作 するには，寸

法，形，表地質，裏の有無など考慮しなければならない

ことが多い。タイトスカートを着用して 階段 を昇った

り，椅坐した場合，どの部分で布が伸び，どのようなし

わがよりやすいかについては既は報告したが，今回はス

カートを着用して動作をした場合の着心地を着用実験の

結果より判定し，先の実験結果と綜合してタイトスカー

ト製作上の参考と資することを目的とした。

2. 体型別に比体重大，中，小の３名 の被 検者に よ



り，形，表地質，裏の有無など異なった要素を組み合わ

せたスカートを９枚作製，被検者１名につき３枚のスカ

ートを着用して，普通歩行，大また歩行，走る，普通階

段上昇，バスステップ上昇の動作を行ない，動作時にお

けるすそ，もも，腰囲の着用感を５段階評価により官能

検査を行なった。なお階段上昇についてはスカートのつ

り上り寸法を測定した。

3. すそ，もも，腰囲各部におけるすそさばき，引張

り，圧迫感などの着用感を綜合判定した結果，体型別で

は比体重大の者がすそ，ももでの引張りが少なく，地質

では伸縮性のあるもの，形では後プリーツのあるものが

すそさばき，引張り，圧迫感などの着用感がよいという

結果となった。階段上昇時においては，バスのステップ

のように高い場合は脚をまっすぐに上げると昇れないも

のもあり，階段では高い場合にすそのつり上りが大きく

なる。
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